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大崎祖母に於ける水温密度の異常事磨化と其の原因



















密度のみ上昇するもの ー 14.6% 
(5 ) 上の意味に於て。


















( 1 ) 低気底部位塞漕附近(低条墜，以下Lと構す， .，j)中心が蓋漕附近 500km以内に
あり，とのとき大崎清水の温密度上昇が始まるととを意味す。以下の数字は，例へば最初
のものは明治44年 11月9日が上昇を開始する日たるを意味し，第2圃を参照するに便す)
44ー 11-15 4ー 12-17(第4固) 44-12-22(第T園)
45ー 1-23 45-2-21 45-4-5(第5固)





45-1-18 45-1-25 45-3-4 45-3-24 45-6-16 
2- 4-22 2-6ー 14 2-8-21 3--2-18 
(3) 四園，近畿地方南方洋上(洋上とは 500km以上 1000km以内)
(135 ) 
大山奇湾に於ける水温密度の異常費量化と其の原図
44-10-13 45-3-17 45-6-11 2-8-24 2-10-24 
2-12-6 2~12-15 3':"_ 2-8(第8園〕 3-4-7 

























44ー 10-11 44-11-13 44-11-21 44-12-11 45-4ー 16































( 1 ) 太平洋を通過するも./) " 










( 1 ) 低気底部位北海道附近(以南は除く，日本海方面は除く)
44-10-25(復蹄) 44一11ムー 2 44ー 11--18(復蹄)
44二一12ー 19(復蹄，第4園) 45-2-24(復蹄) 45--3-12 
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A. "}恒星上鼻と Lとが相伴ふもの(第 18固に於けるO印にして，著しき水温上昇は悉
く之に属す〕。
( 1 ) フイ 9ピン諸島とマリヤナ諸島との間(箪ろ小笠原近く)にLがある場合 (τ は
は騰風，※は詮中埋積，Kは急:潮賓詮を示す。
年月日





























主手 月 言己 事 l年 月 百己 事
極〈浅いものがフィリヒン 前~数あ日来て北念勾海方面に猛低気
8-6-28 附近にあれ墜叉駿河湾上に り 商E卒行等座線
局部小低気あり。 9-1-22 による念降下が此日より復
極〈浅きものなら南方洋上 隠せるものと恩はれる。8-8-7 にあり。 9-6-12 以前の下降が復蹄したも
前数日来て北念海方面に猛低気
のO






年 月 日 記 事 月 記 事
水温相近蛍上昇す。陸Lは抜朝鮮 8-5-10-11 マリアナ附近に浅童図古風あ8-3ー 16-1.7 海峡附より三沖へけ り，やがて埋積す。
る。
マリアナ附近にTあれ北
Lジベリアエ P三|室i中に抜 8一 7-7-iO 上せずに埋積す。
8-3-20-21 ける。大磯良鶴等には水温
上昇あ P。 8-7-25-28 pレソン附近より起り重要海南
少し水温上昇す。険風はyν で坦積。











8-8ー 15-16 特設営??ば:24119-Bー 1
積ず。
8-8-31-9-5※I ~レ Y ン東より北進し，朝鮮 1 9- 8ー 14;_18
海峡より三陵沖へ抜ける。
/ 







































































































































































( 1 ) 港潤の海水温密度は往々念激に異常の費化を呈するととがある。我k は大崎轡に
て木村喜之助氏は駿河潤にて之を確認、した。
(2) 水温密度の異常費化は外洋水の出入による。而して其の賓際的詮撮は木村氏の念
潮置測で明白となった。
(3) 黒潮流域の海岸に於ける水温密度の異常上昇従って外洋水の侵入の原因は主とし
て本邦に向って前進する低気塵であるC
(4) 水温密度異常上昇開始は低条歴が随分遠方にあるときから言忍められる。但し其の
上昇速度は低条堅が問題地黙に近づくほど著しく怒り，途中で護達すれば袋々殻果を増す。
然し問題地賄を去れば放果衰へa 還に復蹄下降する場合が多い。
(5) 1.止策堅の温密度上昇放果は其の四周一様で、友(，進行前面に最も強く集中され，
側面では微弱であるO 後面は寧ろ反封殻果を呈する。此の性質はウネリに於ても同様であ
るO 従って南洋方面に出来た騎風で西進ずるものは勿論北進するものも本邦海岸に水温密
度の費化を生やるとと稀である。途中埋積ずるもの或は移動せざる低策塵の殻果も亦徴弱
である。
(6) 低策鹿が問題の地黙に達して擾箇L域内に入ったときの温密度異常上昇従って海水
の流動を起すのは，気塵が低い矯めの吸上げ作用と風の吹をよせ作用(但し地球自縛によ.
(153 ) 
大崎湾に於ける水温密度の異常型軽化と其の原因
り右偏する)で了解されるとと梨設を要せぬ。
(7) 然し未だ低気埋ま圏外にある遠方の地賠で既に僅少たがら水温密度の上昇を開始す
る理由は，竹上藤七郎氏カ宝「局部的進行性大気擾筒Lの海面に及ぼす影響Iε論じた自由波に
よって了解される。
(8) かくの如く低気塵の作用が天気上には未だ現はれない地方でも海水Kは既に現は
れ得る傍詮として， うねりの現象と大崎験潮記録に見ゆる特徴的短週期セイシとのご項を
掲げた。但しか Lる短週期振動其自身が海水の一方的流出入従って水温密度の異常費化を
来す直接原因ではあり得匁い。
(9) 水温密度の異常降下は，上昇の復師なる場合の外は，其の地方が高策庫内にある
か或は海内の水を引き出す様t!.偏西強風のj簿外沖合に蓮吹するとき多い様である。
終りに，本研究Kは其の最後の完成に首り日本皐術振興舎第4特別委員舎の援助費を一
部使用した事を記して，ま互に同舎に深謝の意を表する。叉資料を提供せられた大崎真珠養
殖所に劃しでも深甚の謝意を表せねばならぬ。
(] 54) 
